
                      令和６年度シラバス（保健体育・保健Ⅰ） 学番 68 新潟県立高田南城高等学校 
 

教科（科目） 保健体育（保健） 単位数 １単位 学年（コース） １年次 必履修 
使用教科書 新高等保健体育（大修館書店） 
副教材等 新高等保健体育ノート（大修館書店） 
 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ 

ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 

① 自他を大切にできる豊かな心やコミュニケーション能力 

② 勤労観を身に付け、自立し、地域社会に貢献できる人材 

③ 社会の変化に適応できる人間性と幅広い学びにチャレンジする精神 

カリキュラム・ 

ポリシー 

資質・能力を育成するため、次のような教育活動を行う。 

① 少人数制授業や授業における学びのユニバーサルデザイン化を図るとともに、ICT

等を活用しながら基礎・基本の学びを展開し、個に応じた指導を行う。 

② 二人担任制や充実した教育相談体制により、社会への適応力や規範意識醸成のため
に生徒に寄り添った生徒指導を実践する。 

③ 自他を尊重し、よりよい人間関係を築くことで協働的に学び合う学習に取り組む。 

④ 地域と連携したキャリア教育を充実させるとともに、個別最適な学びにより、生徒
一人一人の進路指導を行う。 

 
 
２ 学習目標 

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が自ら
の健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 
(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。 
(2) 健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目

的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 
(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営

む態度を養う。 
 
３ 指導の重点 

生涯を通じて、自他の健康の保持増進のために、 
① 現代社会における生活習慣病、薬物乱用、精神疾患などの健康に関わる問題について学習します。 
② 新しい時代の健康の考え方について学習します。 
③ 安全な社会づくりについても学習します。 

 
４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・個人及び社会生活における健康・安
全について理解を深めるとともに、技
能を身に付けている。 

・健康についての自他や社会の課題
を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて思考し判断するとともに、目
的や状況に応じて他者に伝えてい
る。 

・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目
指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を身に付けようとしてい
る。 

 
５ 評価方法 
 評価は次の観点から行う。 
 知識・技能 a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
方
法 

・考査の分析 
・提出物などの内容確認 
などから評価します。 

・考査の分析 
・提出物などの内容確認 
などから評価します。 

・考査の分析 
・提出物などの内容確認 
などから評価します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 学習計画 

月 単元名 授業時数と領域 学習活動（指導内容） 
評価

の観

点 
評価方法 

４ 

第１章 
現代社
会と健
康 

６ｈ 
健康の考え方 

・日本における健康課題の変遷 
・健康の考え方と成り立ち 
・ヘルスプロモーションと健康に関わる環境づくり 
・健康に関する意思決定・行動選択 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

５ 
４ｈ 
現代の感染症とその予防 

・現代における感染症の問題 
・感染症の予防 
・性感染症・エイズとその予防 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

６ ７ｈ 
生活習慣病などの予防と
回復 

・生活習慣病の予防と回復 
・身体活動・運動と健康 
・食事と健康 
・休養・睡眠と健康 
・がんの予防と回復 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 
７ 

９ 
５ｈ 
喫煙、飲酒、薬物乱用と
健康 

・喫煙と健康 
・飲酒と健康 
・薬物乱用と健康 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

10 
４ｈ 
精神疾患の予防と回復 

・精神疾患の特徴 
・精神疾患への対応 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

11 

第２章 
安全な 
社会生
活 

４ｈ 
安全な社会づくり 

・事故の現状と発生要因 
・交通事故防止の取り組み 
・安全な社会の形成 

ａｂｃ 課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

12 
ａｂｃ 課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

１ 
５ｈ 
応急手当 

・応急手当の意義と救急医療体制 
・心肺蘇生法 
・日常的な応急手当 

ａｂｃ 課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 
２ 
～ 
３ 

ａｂｃ 
課題（記述の点検） 

ノート（記述の点検） 

  計 35 時間（50 分授業） 
７ 課題・提出物等 
・教科書に従って進めていきます。次年度に履修する保健Ⅱも同じ教科書を使用します。 
・考査は学期末に実施（年２回）する予定ですが、中間考査においても実施をする場合があります。 
・考査に向けて、ノート提出を求めることがあります。また、副教材とは別に、各自でノートを準備してもら
う場合があります。 

 
８ 担当者からの一言 

健康に関する知識や理解を深めて、自分で健康を管理・改善していく実践力を身につけましょう。保健とい
う科目は、生活に直結する大切な学習の場です。間違った情報等に惑わされないように、確実に正しい知識と
生活に生かせる実践力を身につけましょう。各観点項目を基準として日頃の学習態度・出席状況・課題の提出
状況・定期考査の点数を総合的に判断し評価していきます。 

 


